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富山大学学生諸君へ

富山大学教育改革整備委員会

富山大学教育改革に伴う平成4年度以前入学者の

教育課程等に関する措置について

すでに何度かお知らせしているよ

うに， 富山大学では， 平成5年4月

から 4年一貫教育に基づく新しい 教

育体制に移行するために， 教養部廃

止を含めた， 教育課程及び組織制度

の大幅な改革を実施する方向で， 鋭

意努力しております。 その基本的な

内容は， 平成4年12月 9日付けの学

園ニュース号外で紹介したとおりで

すO 富山大学教育改革整備 委員会で

は， 新教育課程の実施に向けての準

備と並行して， 平成4年度以前入学

の学生諸君の教育課程等に関する対

応措置を検討してきました。

本委員会では，

①入学時の規則に基づく教育課程を

適用し，

②新教育課程への移行に伴う諸改革

によって不利益を被ることがないよ

うに配慮すること

をその基本原則とし， 以下のような

措置をとることにいたしました。

1 学生の所属

従来は， 一般教育課程履修中の学

生の身分は， 教養部に所属していま

したが， 平成5年 3月末で教養部が

廃止されるため， 4月からはすべて

当該学部に所属することになります。

2 一般教育課程の修了要件

平成4年度以前入学者には， 原則



として入学時の規則が適用されます

ので， 一般教育課程の修了要件は，

56単位（経済学部 夜間主コースは48

単位）と何ら変更はありませんO

3 一般教育課程の開講及び履修方

法

平成4年度入学者の履修について

は， 現行の1.5年間（夜間主コースは

2年間）の一般教育課程を実施する

ために， 平成5年 9 月（第3期）（夜

間主コースは平成 6 年 3月までの 第

3期， 第4期）まで， 原則として現

行どおり開講しますので， 入学時に

お渡しした「履修のしおり」に基づ

いて履修してください。

平成5年 4月以降に再履修（休学

者も含む）する場合は， 再履修 者向

けの特別開講授業科目（「教養部か

らのメッセージ」及び別表参照）， 又

は従来の一般教育課程の授業科目に，

対応する新教育課程の授業科目を履

修することになります。 特別開講授

業科目を含む「平成 5年度前学期

（第3期）開設授業科目一覧」， 「一

般教育課程授業科目と新教育課程授

業科目の対応表」は後掲（10ページ

～19ページ ）しておきます。 なお，

開講に当たっては， 新教育課程の授

業科目名と従来の一般教育課程の授

業科目名を併記しますので， 申告に

際しては必ず一般教育課程の授業科

目名を記入してください。

4 専門教育課程への移行

従来は， 第3期（夜間主コースは

第4期）修了時点で， 体育実技1単

位を除く一般教育課程の単位を完結

（学部によっては－2 単位まで可）し

ていない場合は留年となり， 専門教

育課程に移行できませんでしたが，

平成4年度以前入学者については，

一般教育課程未完結者も含めたすべ

ての学生が， 平成5年10月の時点で

専門教育課程に移行することになり

ますO 一般教育課程未完結者は， 専

門教育課程に在籍しながら一般教育

課程の単位を履修することになりま

す。 なお， 一般教育課程未完結者の

専門教育課程の授業科目の履修等に

ついては， 各学部で定め， 助言指導

に当たります。

各学部の学科・専攻・ コースによっ

ては， 講座への分属， ゼミナールへ

の参加， 特別研究（卒業論文等）な

どの時点で一般教育課程の単位を履
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修しておくことなどを条件としてい

るところもあります。 この点につい

ては「各学部からのメッセージ」を

よく読んでください。

5 一般教育課程の実施体制

平成5年4月からは， 教養部が廃

止されるために， 一般教育課程の実

施は， 教養教育委員会が責任をもっ

て 当たります。 単位認定については，

各学部の教授会が行います。

6 助言教官， 指導教官の取り扱い

従来， 教養部の学生に対しては ，

教養部の助言教官が， 学生諸君の修

学及び学生生活に 関する諸相談に応

じてきましたが， 平成5年 3月末で

教養部が廃止されるため， 4月から

は， それぞれが所属する学部の教官

が助言， 指導に 当たります。 助言教

官， 指導教官の体制については， 各

学部で定めます。

7 教務， 厚生補導等に関する窓口

現在一般教育課程を履修している

諸君の第3期の履修の窓口について

は， 新設される企画室（現教養部事

務室）となります。 不明の点は担当

係とよく相談してください。

また， 奨学金や授業料免除などの

厚生に関する事項や諸届け（休学願

等）， 諸証明（各種証明書等） につ

いては， 平成5年3月までは現在の

教養部学生係が担当し， 4月以降は

諸君が所属する各学部の学務担 当係

となりますので， 注意してください。

担当する窓口が分からない場合は，

気軽に企画室や学部の学務担 当係に

相談してください。

以上， 大学教育改革に伴う教養部

廃止， 新教育課程への移行という過

渡期に直面する諸君のために， 移行

措置に対する総括的方策を立てまし

たが， 諸君はぜひこの大学の意のあ

る処を汲んで学業に励んでいただき

たいと思います。
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教養部からの メッセージ

このた びの教養部廃止に伴い， 既に御承知のと

おり， 4 月からは4 年一 貫教育に伴う新教育課程

の新しい制度 が導入 さ れま すD 物 事は何であれ長

短両面ありま すから今回の新制度 も当然 最善のも

のという訳ではなく， 様々な懸案を 抱えながらも

より良い方向へ踏み出していくた めの最初のステッ

プです。いずれにしても新課程で学ぶのは新l年

生で， 諸君は従来どおり一般 教育課程で勉強 する

わ けですから当面二つの制度 が併 存することとな

りま す。そ こでこの改革に臨んで教養部としてもっ

とも配慮した のは， 図らずも教養部最後 の学年と

なる諸君が移行 に伴う混乱故に第3期の履修時に

おいて従来より不利な事態が生じないようにする

という点でした 。つま り諸君が教養部の学生とし

て入 学時に「履修のしおり」等 で予告さ れた とお

りの授業を 安心して第3期ま で， すなわ ち教養部

廃止後 も支障なく正規履修や再履修ができ， スムー

スに専門課程に移行 できるようにすることですD

特に第3 期に再履修する場合 ， 従来第l期に開

講さ れる授業などから再履修していた ものについ

ては， 今後 は新教育課程のカリキュラムから対 応

科目を 選んで履修するという方法 が， しかし従来

の経過からみてかなりの数の再履修者が予想さ れ

る授業科目も 多く， ま た 必ずしも第3期中に必要

な再履修科目に対 応するものが新教育課程 1 期に

開設さ れない事態も有り得るので， 従来の教養部

教官が中心になって諸君の履修のしおりに記載さ

れている第3 期開講授業科目以外に第l期， 第2

期にあるべき従来の授業科目を できるだけ沢山特

別開講し諸君の再履修等 に備えることといた しま

した 。とはいえ， もとよりこのような措置は各期

において必要単位を つつがなく修得する学生には

全く不要であり， ま た 特殊な事情を 抱えた 学生は

教養部教務委員長 山 本 孝 一

別として， 普通に勉学を していれば修得可 能なは

ずで， このような措置を 講じなければならないの

は本来残念ではありま す。この際， 是非勉学に励

んで第2期ま でに必要な単位を 修得し， 今回の措

置が事実上不要になることを 期待しま す。紀元前

三世 紀噴のギリシャの哲学者クリュシッポスの言

葉に「現在はそ の一部が将来， 他が過去である」

とありま す口 これは「現在を 将来と過去との関連

において把握し， 現在を 大切にする」 （旺文 社

『成語林』） ことを すすめる言葉です。 大学改革

もま た この流れの中で考えられなくてはなりま せ

んが， 当面， 諸君にとっては第3期という「現在」

が第2期ま での「過去」に修得した ものを 生かし

専門教育課程という「将来」 に備えるた めの場と

して大切だということでしょう。

諸君は平成5年1 0月からすべて専門教育課程に

移行 するので， 平成5年1 0月以 降 になお一般 教育

課程の単位が不足している場合， 専門教育課程の

授業を どれだけ受講できるかは今後 各学部が諸君

に示すことになりま すo ま た， すでに一年以 上何

らかの事情で一般 教育課程に留年している諸君は

今こそ 自 らの進路を 考え， 奮起して心機一 転勉学

に打ち込む機会とすべき時として， 当広報を よく

読み， 必要ならば然 るべき窓口で早めに履修相談

することを お勧めしま す。「もし君が大きな才能

の持ち主なら， 勤勉は才能を さ らに大きくするだ

ろう」 （イギリスの肖像画家レイノルズの言葉）

という言葉がありま すが， 必ずしも「大きな才能

の持ち主」 でなくても勤勉は諸君の才能を 開花き

せてくれま すし， 逆に勤勉を 知らない才能は結局

何物でも あり得ないでしょう。 諸君のいわ ゆる

「花の三期」 が将来， より大きな才能の花を 聞く

ことの発端となるよう祈る次第です。
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人文学部からの メッセージ

1 人文 学部の教育改革の理 念， 目標

人文学部で取りあげる学問は． 種々の学問分野

のなかでも， とりわ け人間 中心の内容のものですo

た とえば宗教や哲学， 歴史や文化 人類学， 言語や

文学など口 ひとつの学問が科学性を 獲得するた め

には， ときには理 論化 や法 則化 が必要ですけれど

も， そ の内容が普遍的， 抽象 的になればなるほど

人間 離れがすすみ， 人文 系学問の本来の生命 力を

失ってしま う危険性がありま す。難しいことです

が， 人文 学部の学問は人間 の種々の営みや思想の

具体 的， 特殊な性格を より尊重しながら， 人間 研

究を 遂行 していくというところにそ の特色があり

ま す。

人文 学部は時代と社会の変化 に対 応して， すで

に「文化構造 論J ' 「比較文 学」 といった新しい

専攻分野（コース） を 増設してきま した が， 今回

の改革においても， 「心理 学J ' 「社会学」 ，

「フランス言語文化 」の独立コースを 設置し， さ

らに国際文化 学科のなかに「比較社会論」コース，

「日中文化 関係論」ゼミ， 「日ロ文化 関係論」 ゼ

ミを 新設することになっていま す。

2 平成4 年度以前入 学者の教育について

さ て， 現在教養部に所属している平成4 年度以

前入 学者の諸君の場合， 従来と全く変 わ りなく，

入 学時に定められている規則に従って， 一般 教育

課程と専門教育課程の授業科目を 履修することに

なっていま す。

以 下そ の要点を 掲げておきま すD

（対 卒業要件 について

各人の入 学時に定められた 卒業要件 に従い，

一般 教育課程56 単位， 専門教育課程（人文 学科，

語学文 学科とも） 7 6 単位以 上， 計136 単位以 上

人文学部教務委員長 小 谷 仲 男

を 修得する口

付） 専門教育課程移行は平成5 年1 0月（前期終了

時） におこなう。履修コースは現行 の人文 学科

9 コース， 語学文 学科7 コースとし， 学生諸君

はそ のいずれかに所属して平成 5年10月以 降

（後 期） に専門教育課程の授業を 受ける。

（コース名）

人 文 学 科 語 学 文 学 科
哲 ザ旦Zー. 国語国文 学

日 本史 学 朝鮮語朝鮮文 学

東洋史 学 中国語中国文 学

西洋史 学 英 語英米文学
考 古 戸寸んー ドイツ語ドイツ文 学

人 文 地 理 学 ロシア語ロシア文 学

文 化 人 類 学 比較文 学
�コ主 呈ロ五口 ザ且d・与

文化 構 造 論

コース決 定ま での手順

平成5年6 ' 7 月…コース志望に関するオリエ

ンテーション（全体 とコース別） ， 併 せて学生

諸君の志望傾向を 調査（第 1 回コース志望届）

し， そ の結果を 公表 する（掲示） 。

平成5 年 9 月…コース志望届（最終回， 第1～

第3 志望コースま で記入 ）

平成5 年1 0月初…コース別選考と調整， 所属コー

ス決 定， 掲示発表 。

なお， 一般 教育課程未完結のま ま で各コース

に所属した 学生諸君は， 一般 教育科目等 の履修

が先決 であるので， コースの指導教官の指示に

従って， 履修計画を た てること。

（ウ） 指導， 助言教官について

履修コース所属ま では（平成5年9 月以前） ．

人文学部の 6 名の学部補導委員の教官が指導，

助言にあた る。
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教育学部からの メッセージ

教育学部は戦後， 義 務教育教員養成大学として

旧富山師範学校等 の流れを くみ， 多くの教員を 富

山県を はじめ他県にも送りだしてきた 。そ の後，

いろいろな社会情勢の変化 に伴い， 教育学部は教

員養成ばかりではなく広い意味での総 合教育によ

るゼネラリストの養成を めざして， 昭和63年 4 月

に， 情報教育課程を 発足さ せ， 平成4 年には第 1

回生を 送りだした 。

平成3年に検討のはじま った 大学教育改善は，

今年に なって， いよいよ本決 ま りとなった 。改革

の主 旨はすでに学園ニュース等 で諸君は承知して

いるであろうが， 戦後 の大学教育の中でも初めて

の大改革であると言える。教育学部として他学部

と異なる点を 以下に述べ， 混乱のないようにと願っ

ている。なにぶんにも， 初めてのことであり， 諸

君は先輩に尋ねることもできないであろうから，

教育学部の学務係や指導教官に 十分説明を 受けて

いた だきた い口

卒業要件 について

現在教養部に在籍している諸君の所属は平成5

年4 月から教育学部となる。しかし， 諸君には旧

学則が適用さ れるので， 残りの一般 教育課程の単

位は第3 期で取らねばならない。

ま た， 卒業要件 として一般 教育課程5 6 単位． 専

門教育課程84 単位， 合計 14 0 単位の修得が必要で

ある。

平成5年1 0月からは全ての学生が専門教育課程

へ移行 する。移行後 の授業は新旧 教育課程を 同時

に行 なうことに なる。旧 教育課程の授業には新教

育課程の授業を 読み替えて行 なう場合 もあるので

十分注意を 払う必要があるD 教育学部のカリキュ

ラムは複雑であり， 今後 オリエンテーション等 で

教育学部教務委員長 宇 井 啓 高

も説明していきた い。変 更はかなりあるので， 掲

示などを 今ま で以 上に注意して見ることが大切で

ある。

専門教育課程移行後 の授業科目等 の履修について

専門移行後， 特別研究（卒業論文等 ） に入 る条

件 については， 基本的に現行 の富山大学教育学部

特別研究内規に従う。即ち， 3年後期ま でに 一般

教育課程を 54 単位以 上， 専門教育科目を 1 8 単位以

上修得した 者が特別研究に入 ることができるので

あるロ

補導教官・助言教官等 に ついて

従来， 補導教官や助言教官等 の制度 が第3期生

に対 してあった ので， この制度 を さ らに充実 さ せ，

諸君一 人ひとりの悩 みや相談にきめ細かに対 応し

ていきた いと考えている。是非とも遠慮なく教官

に接触していた だきた い。諸君の助言教官等 につ

いては 4 月の授業が始ま るま でに は学部として決

める予定であり， 学部としての説明会を 開くこと

も考えている。

とくに気を つけてほしい点

今年4 月に 入 学する 1 年生は， 教養課程廃止に

よって， 入 学時から教育学部の所属となる。新一

年生のうち， とくに小学校課程と情報教育課程の

学生は平成5年1 0月から専攻教科・コース（国語，

社会， 数学， 理科， 音楽， 図画工作体育， 家庭，

教育学， 教育心理 学， 教育情報コース， 環境情報

コース） に 分かれての履修に 入札 諸君が専門移

行 するのと同じ時期となる。1 0月からの時間 割は

新教育課程主体 であるから， 諸君は授業履修の計

画を 十分た てて臨んで欲しい。
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経済学部からの メッセージ

[ 1 J今回の教育改革の目標と理 念

富山大学経済学部は， 古 い歴史と伝統を 誇る経

済学部であり， これま で経済界 だけでなく， 各界

に 多数の優れた人材を 輩出し， 各界 から高い評価

を 得ていま す。 現在の経済学部は経済・経営・経

営法 の3 学科と大学院経済学研究科修士課程を 擁

し， 経済学部および大学院の教官ス タッフも 充実

していま すので， 皆さんは専門教育課程に おいて

経済・経営・法 学に わ たって高度 の専門的な勉強

を することができま す。

今回の教育改革， すなわ ち， 「 4 年一貫教育」

の実施 に 当たって， 経済学部では， 社会科学の専

門的知識の体 系化 を 充実 させるために ， 創意工夫

を こらしたカリキユラムを 作ることに よって， 実

り多い成果を 得んも のと経済学部教育の完結性を

図っていま すD

さらに 経済学部では， 次代を 担う皆さんが， 人

間 性豊かな個性を 培い， 複眼的なも のの見方や考

え方ができるよう指導し， 人材形成に 励み． 皆さ

ん自 身の人格陶冶を 触発していくことも 目標とし

ていま す。

したがって， 「学問を 通じて人間 形成を 図る」

ことが， 経済学部の教育理 念でありま すo

経済学部教務委員長 小 原 久 治

得です。

[ 3 J 専門教育課程への移行

教養部の廃止に とも ない， 昼間 主コース の場合

に は第3期終了後 の平成5年10月に， 夜間 主コー

ス の場合に は第4 期終了後 の平成 6 年 4 月に， 一

般 教育課程の単位 を 未修得の学生（休学者を 含む）

も 含めて全員が専門教育課程に 移行 することに な

りま した。

したがって， 移行後 も 一般 教育課程の単位 を 修

得しなければならない学生は， 一般 教育課程の授

業を 優先して不 足単位 を 履修し， 並行 して専門教

育課程の授業を 受けることができま す。

ただし， 専門教育課程の3 ・4年対象 の「演習」

に ついては， 昼・夜間 主コース とも ， 著しく未修

得単位 が多い場合に は受講できま せん口 この条件

に ついては早急に 決定しま すが， そ のような処置

が不 必要に なるよう， 皆さんが勉励されて単位不

足者がいなくなることを 期待していま す。

[ 4 J指導教官・助言教官制度 に ついて

教養部の廃止ととも に， 平成5年4 月より皆さ

んは各学部に 所属することとなりま す。 そ こで経

済学部では， 補導委員・教務委員が中心に なって

[ 2 J平成 4 年度以前入 学者の卒業要件 皆さんの指導・助言・相談に 当たることに なりま

平成4 年度以前 に 入 学し， 現在一般 教育課程に したD も ちろん， 教務係・学生係などの事務職員

所属している皆さんに は， 原則として， 入 学時の も 含めて相談に 当たりま す。 ま た， 「演習」 に 参

「学生便覧」 掲載の規則が適用され ま すので， 卒 加すれば所属する演習教官が指導に 当たりま す。

業要件 や授業編成に は変 更ありま せん。 皆さんが履修上の疑問や就職相談や生活上の悩

昼間 主コース の卒業要件 は， 一般教育課程56 単 みなどを 抱いたときに は， 積極的に 先生方を 訪問

位， 専門教育課程92単位， 合計1 4 8 単 位 の修得で し， 話しかけてください。

あり， 夜間 主コース の卒業要件 は， 一般 教育課程

4 8 単位， 専門教育課程76 単位， 合計124 単位 の修
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理学部からの メッセージ

1. 理 学部の教育改革の理 念， 目標

理 学部は， 自 然界 を 律する最 も 基本的な原理 や

法 則（および数理） を 究める学問一理学ーを 教育・

研究することを 主眼に ， 数学科， 物理 学科， 化 学

科， 生物 学科， 地球科学科の5学科で構 成されて

きま した。 理 学は， 人類の文化 を 豊かに する上で

重要な寄与を すると共に ， 先端技術開発の原動 力

として社会に 大きく貢献してき ま したが， 近 年，

環境科学， 情報科学． バイオサイエンス 等 の学際

的分野に も 柔軟に 適応できる人材の育成が求めら

れていま す。 これらの社会的ニーズに応えるため，

平成5年度 からス タートする大学教育改革を 機に，

理 学部では，生物 圏環境 科学科を 新たに 設け， 併

せて各学科を 2 大講座に 改組し 6 学科編成とする

ことに なりま す。ま た， 理 学部の教官ス タッフも

大幅な増員・充実 がはかられることに なりま すD

理 学部では， 従来から， 一般 教育課程で広い視

野と教養を 身に つけ， 専門教育課程でしっかりし

た基礎学力とそ れに 裏付 けられた応用的・ 創造 的

能力等 を も っ人材養成を 教育目標に してきま したO

学部専門教育は， 各学科共， 2 ・3年次（1年半〉

の学科専門教育と， 4 年次の講座に 分属しての講

座内少人数専門教育で行 なわ れていま す。 平成5

年度 からは， この度 の大学教育改革に 基づく 4 年

一貫教育の中で， 教養教育と専門教育が行 わ れる

ことに なりま すが， 理 学部の理 念と目標は， t平成

5年度 以降 も うけつがれま す。 同時に， 新しい具

体 的ありかたとして， 従来の“後継研究者養成型

教育”から広く“研究・開発能力を 備えた職業人

養成型教育”へと社会的要請に 応え得る人材養成

を 目指すことに なりま す。

2 . 平成 4 年度 以前入 学者の教育に ついて

平成4 年度 以前 に 入 学したみなさんに は． 入 学

時の規則， 内規が適用されま すので， 卒業要件 や

理 学部教務委員長 岡 部 俊 夫

カリキュラムは全く変 更ありま せん。

1 ） 卒業要件

したがって， 理 学部の場合， 卒業に 必要な単位

数は， 一般 教育科目36 単位 以上， 外 国語科目16 単

位 以上， 保健体 育科目4単位 以上， そ して， 専門

教育科目7 6 単位 以上， 合計132単位 以上の修得が

必要ですo 成績評価 に ついても ， 従来どおりで，

変 更はありま せん。

2 ） 専門課程移行

従来， 理 学部では 1 年半の一般 教育課程を 完結

することを 専門教育課程移行 の条件 としてきま し

たが， 新教育課程への移行期の特別措置 として，

一般 教育課程の修得単位 が55 単位 未満（保健体 育

実技l単位 は専門教育課程で履修） の未完結者に

ついても ， 平成5年度後期に専門教育課程への移

行 を 認めることに しま した。 未完結者も ， 10月か

ら専門教育課程の授業科目を 履修できま すが， 一

般教育課程の単位 を できる限り早く完結するよう

に ， 履修計画 を たててください0 4年次に は， 講

座に 分属して卒業研究に 入 りま すo ほとんどの学

科で 4 年進級の条件 を 設けていま すので， 3年次

ま でに ， 基礎的な授業科目を 履修し終える必要が

ありま す。

3 ） 指導教官， 助言教官制度

理 学部2 ・3年次の学生に対 しては， 学科ごと

に 助言教官を 設け， 学生諸君の修学や学生生活に

関する相談に 応じられる体 制を とりま す。 助言教

官は 4 月ま でに は決 ま りま すので， 悩みや相談が

あれば， 遠患なく助言教官を 訪ね相談してくださ

い。 ま た， 4 年次に は， 講座に 分属して指導教官

の下で卒論研究（講究） に 入 りま す。 少人数での

教育・研究が行 わ れ， 教官あるいは大学院生との

親密な人間 関係も 生ま れま すので， 気軽に 相談を

持ちかけることができま す。
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工学部からの メッセージ

技術革新が日進月歩の現代に おいて社会の多様

な方面で活躍しうる工学技術者が要請されてきて

おり， 工学部に おいてはこれま でに も 種々の改善

を 行 いつつ， より良い工学教育を 策定し実行 して

きま した。

工学教育の基本は工学的素養を も った優秀な技

術者の要請であり， 問題解決能力を 有し， 創造性・

独創性豊かな技術者の育成であると考 えていま すo

そ の為に は学問的パラダイムを 有する大学教育が

必要であり， 工学的知識を 修得するのみではなく，

豊かな人間 性を 培うために 幅広い知識の修得も 要

求されま すD今回の教育改革， すなわ ち 4 年一貫

教育は， 人文 ・社会系の学問と工学を 有機的に 統

合・総 合化 し， 個性的な工学教育カリキュラムを

設定して実施 しようとするも のですo

この度 の大学教育改革を 通じて工学部では修士

講座の増設と整備を 行 い， 教育及び研究の一 層の

充実 に 努力していま すロ 具体 的に は機械システム

工学科に 機械情報システム工学講座， 物質 工学科

に 材料物 性工学講座が増設されてそ れぞれ5 講座

編成となり， ま た化 学生物 工学科は生物 反応化 学

講座の整備が行 わ れま す。 なお， 工学部では学部

教育の完結性と， 更に は大学院教育との整合性を

検討し， 高度 な技術者の養成のために 従来の修士

課程を 発展させて博士課程（前期， 後期） を 新設

すべく努力中です。

さて， 現在教養部に 所属している平成4年度以

前入 学の皆さんの卒業要件 やカリキュラムは， こ

れま でと変 わ ることはなく心配することは全くあ

りま せん。 工学部ではこれま でどおり一般 教育課

程の56 単位 ， 専門教育課程の84 単位 の合計1 40 単

工学部教務委員長 塩 津 和 章

位以上を 修得することが卒業要件 です。 平成5年

10月以 降 （専門教育課程移行後） の工学部専門教

育課程の授業科目は， 学生便覧に 記載のとおり開

講されま すo したがって， 一般 教育課程第3期

（平成5年度前期） でしっかり勉強 され， 一般 教

育課程の55 単位 （保健体 育実技l単位 は専門教育

課程で履修） を 完結するよう希望していま す。

何らかの事情で一般 教育課程の単位 を 完結でき

なかった皆さん（一般 教育課程未完結者） に 対 し

ても 専門教育課程の授業科目の履修ができるよう

な体 制を とるよう現在各学科で検討中であり， 緩

やかな4 年一貫教育を実施 する予定です。 したがっ

て， 皆さんが不 利に なることはありま せんo しか

し， 専門教育課程移行後の一 定期間 内に 一般 教育

課程の単位 を 完結しないと学年進級が制限される

ことがありま す。 ま た， 工学部の授業では 1 つの

科目を 受講するために はいくつかの関連科目の修

得が必要であり， 修得時期やJi憤序といったそ れぞ

れの科目聞の結び付 きを 考 える必要性から受講可

能な授業科目が制限されることも あることを ご理

解ください。 移行後 に 各学科で開催予定のオリエ

ンテーションに よって確認してください。

皆さんは平成5年4 月より工学部所属の学生と

なりま すから 工学部の教職員から今ま で以 上に

密接な教育面および生活面の指導・助言 を 受ける

ことが可 能となりま す。 皆さんの履修上の疑問や

相談に ついては各学科の教務委員並びに補導委員

の先生方が当たる体 制ができていま すので， 気軽

に 教官室を 訪ねてください。 これら先生方の名前

と研究室は学務係に お問い合わ せください。
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以下の各表 は平成5年2月5 日現在で確定しているも ので， 最終的な表 は 4 月に 一般 教育課程第3期

の授業時間 割ととも に 発表 いたしま す。

平成5年度前学期（第3期）開設授業科目一覧

① 「週当り正規開講授業数」 とは， 平成4 年度入 学生用「履修のしおり」で第3 期授業科目とし
てあげられている授業科目の週当り授業数ですo

② 「週当り特別開講授業数」 とは， 特に再履修用に 第3 期に 開講される授業科目の週当り授業数
です。

③ 再履修の場合は， 主 に 特別開講の授業で履修しま すが， 新教育課程の授業科目で履修すること
ができる も のも ありま す。

［平成5年2月5日現在］

分野 学 科 目 授 業 科 目 週開講当授り正業規数 週開講当授り特業別数 履 4事 条 件 等

哲 主－ナ主.. 哲 学

哲 学 日 「哲学I」2単位以上修得済みであることを要する。

人 霊口ι問 理 学

出命 理 学 イ命 理 学 1 

’L、 理 学 ’L、 理 寸注zー． 1 
一

心 理学 演 習 2 「心 理学J 2単位以上修得済みであることが望ましい。

歴 史 寸，，，ー－ 臼 本 史 1 

文 東 i羊 史
自主

西 洋 史 新教育課程授業科目で履修「西洋の歴 史と社会」

文 学 文 学 2 

法 寸＂＂； 法 学 新教育課程授業科目で履修「市民生活と法」
教

日本国憲法 2 人， 理， 工対象
ヰ士

経 i斉 p寸z占． 経 済 学 1 人， 教は第1 ・ 2期又は第2 ・ 3期で履修

統 言十 ふ寸u日' 統 言十 学 1 
育

政 治 学 政 r台 学 1 第1～3期のいずれかの 2期間で履修
� 

地 理 寸泊ムー 地 理 学 第1～3期のいずれかの 2期間で履修

社 3品5 三、 寸,w“－ 社 � 寸持ゐ日
科

数 3ザu」' 数 '¥= 新教師蹴静岡で履修
［（ん紘舘橡〉「自然と数:11.J ' （数学B分〉専曙桝目「経営基礎数学」］

［（理刀橡）専F嘩静岡「未宕］
自

応用数学 5 「C」（理， 工対象） 4' 「M C」 （ 理，数対象 ） 1 
目

物 理 学 物 理 十ム＂－ 1 （特）恋工対象新教育課程授業科目で履修（ん教，経対象）「物質の構造」

物 理学実験 3 教， 理， 工対象

イヒ 学 イヒ 学 新教育課程授業科目で履修（工・化生対象）専門基礎科目「有機化学第1 J 

化学 実 験 3 
飲

生 物 学 生 物 学 2 （特）経対象I， 理， 工対象 1

生物学実験 2 
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分野 学 科 目 授 業 科 目 週開講当授り正業規数 週開講当授り特業数別 履 4事 条 件 等

地 学 地 学 2 
自

天 文 学 2 
妹

地学 実 験 1 第2期又は第3期で履修
一

環 境科 学 社会環境論E 理， 工対象

自然環境論E
総

自主 現代社 会論 1 

富山の 自 然 1 

情報と科学 新教育課程授業科目で履修「コンピュータの話」1, 「情報処理u 25 

教
t口>. 

人権と差別

地球 環 境 論 1 

育
教養ゼミナール（哲 学） 新教育課程授業科目で履修「哲学のすすめ演習」

教養ゼミナール（西洋倫理思想史） 新教育課程授業科目で履修「未定J

教養ゼミナール（漢文資料講読） 新教育課程授業科目で履修「教養原論演習（漢文入門〉」

科 教養ゼミナール（東 洋 史）

教養ゼミナール（国際関係論）

目
教養ゼミナール（地 球科 学）

教養ゼミナール（中級ドイツ語講読） 1 

教養ゼミナール（時事ドイ ツ諾） 1 

教養ゼミナール（ドイツ諸口頭練習） 1 

自 然保護論 コ ロ キ ア ム 1 

英 5喜 英 言書 2 7 再履修は原則として第2期， 第3期における2単位ものを落し

た学生に限るが， I単位ものを落した学生の再履修も認め， 単

外
位の読み替えを行う。

英 会 話 1 

国 ド イ ツ 語 ド イ ツ5苦 2 0 6 「D L，」20, （特〉「D SJ (G,, L2a, L2bの再履修用） 6 

ドイツ語会話
語

フラン スE苦 フランス語； 2 

手ヰ 中 国 5苦 中 国 5吾 8 

プ一 アー ／、 2間2五 フ一 アー 〆ー 善ロ玉ロ 1 
目

ロ シ ア 語 4 

朝 鮮 言苦 1 

量体
育

科

自
保健体育 体育 実 技 28.5+ 16/30 専門教育課程開講分28.5+16/30 ( 3年度入学生5期分）

［平成5年度後期Z!.5 ( 4年度入学生4期分），平成6年踊湖沼5 ( 4年度入学生湖分）］

藷ぴ臼 に日i開目 日穏十日本事情 日 本 語 1 （特） 2期分で単位を取れない学生があれば， 再履修用を開講する。

日本事情 1 

※（特）は「特別開講」を表わす。
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一般教育課程授業科目と新

① 新教育課程の授業科目は， 表 中のO 印 の付 された期に 開講されま す。
② 履修条件等 は， 平成 6 年度 以 降 は変 わ ることがありま すo

③ 平成 6 年度以 降 の入 学生対象 の授業実施計画 は， そ の都度決 定されま す。

分野
一般教育課程学科目，授業科目 新教育課程の主愚授業科目

学 科 目 授 業 科 目 玉 題 授 業 科 目
哲 主寸旦ー． 哲 E寸＇： 思 想 と 倫 理 哲 寸旦＇： の す す め

哲 ザ;wー. II 
論 理 ?¥:-

人 イ命 理 学 イ命 理 寸»二� 思 想 と 倫 理 人 間 と イ命 理
’し、 理 寸且A- dじ 理 旦寸＇： 心 理 と 教 育 、、’ー 、、ー，ー ろ の 科 旦寸ιー

教 育 と 社 β:z;:;; 、

心 理 学演 習
歴 史 十p且． 日 本 史 歴史 の 世 界 日本 の 歴史 と 社 会

東 洋 史 歴史 の 世 界 東洋 の 歴史 と 社 会
一 文

西 i羊 史 歴史 の 世 界 西洋 の 歴史 と 社 会
文 寸旦zー． 文 で4Z 文 学 の 世 界 日 本 文 学

外 国 文 寸旦＇：
音 楽 音 楽 芸 術 の 世 界 二企日乙 楽
美 持『 美 柿3 芸 術 の 世 界 美 術

法 十= 法 寸，，，.ー 法 と 政 1色 国 家 と 政 治

般
経 済 生 活 と 法
市 民 生 活 と 法

日本 国 憲 法 法 と 政 治 日 本 国 憲 法

杜
経 済 ナ旦A 経 済 寸且d一. 杜会理 論と現代 社会科 学 の方法と 理 論

現 代 杜 4-正 論 II 
産 業 と 経 済 経済 ・ 経営デー タ を 読 む

教
且人二 業 と 仕 事
世 界 経 済の過去と現 在

日本 の 経 済 と 産 業
日 本 の 企 業 経 営

地 域 と 生 活 富 山 の 経 済 と 社 会
統 言十 寸注！！＿： 統 計 －且fム. 産 業 と 経 済 経済 ・ 経営デ ー タ を 読 む

育
政 治 q:. 且£． 政 治 寸－＂＂. 社会理 論と現代 現 代 社 � 論 II 

法 と 政 治 国 家 と 政 1台
� 地 理 2非子主． 地 理 学 地 域 と 生 活 地 域 の 社 会と 文 化

富 山 の 経 済 と 社 会
杜 会 学 杜 §:-王 :t-ι ’ 社会理 論と現代 社会科 学 の方法と 理 論

現 代 社 4』:.- 論

科
現 代 杜 会 論 Il 

数 －且fι. 数 :t-ι • 数 理 の 世 界 自 然 と 数 理
社 � と 数 理
情 報 と 数 理
皆営基礎教学［経済学部専門基礎科目］

自 徴 分 積 分

目
線 形 代 数
応、 用 数 学

物 理 十井£． 物 理 寸且＇： 自 然、 の 構 造 物 質 の 構 造
量 子 の 世 界
力 学I ［ 理 学 部 専 門 科 目］
物理学概論I ［理学部専門基礎科目］

扶 物理 学 ［工学部専門基礎科目］
物 理 学 実 験

化 学 化 且寸＇： 自 然 の 構 造 化 学 物 質 の 世 界
未 ，疋品『・

化 －旦；：. 実 験
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教育課程授業科目の 対応表

［平成5年 2月5日現在］
平成5年度入学生対象開講時期

履 修 条 イキ 等5年度前 5年度後 6年度前 6年町長 7年度前 7年度後
。 。 。 。

。 。 。
。 。 。 。 2単位修得する場合は， どちらでも 可。

。 。 4単位修得する場合は， 各 2単位とする。

。 。 。 。 。 同一教官で4単位修得する場合は事前に可否を問うことが望ましい。
。 。 。 同一教官で4単位修得する場合は， 事前に可否を問うことが望ましい。
。 。 。 同一教官で4単位修得する場合は， 事前に可否を問うことが望ましい。

。 。 。 。
。 。

。 。 ［再履修不可］
。 。 ［再履修不可］

。 「駒域J担当分のみ履修可
。

。
。 。
。 。 。 「浅見」， 「坂口」担当分のみ履修可

。 。 「小倉」， 「松井暁」担当分のみ履修可
。 。 。 。
。 。 。 。
。 。 。 。
。 。 。 。 。
。 。 。 。 。
。 。
。 。 。 。
。 。

。
。 。

。 。
。 。 。

。 。 。
。 。
。 。 。 人， 教， 経対象

。
。

人， 軌経対象（数学Bとしてのみ履修可）
理， 工対象［専門基礎又は専門教育課程の数学に関する科目を履修］

理（釦MA1－肺補論I, MAi一脚聞論II, B，一樹封噸学I, Bi一樹封激学I演習
理（物化生地j A，－働椴学I, Ai一紛紛判，B，－繍封激掌B，一応用数学基礎
工（電機物1) A1一粉粉I, Ai一働積分II, B「櫛畑I, Bi-iW畑E
工（伯A，ー紛紛I, Ai一断積分II, B,-iW病患Bi－鰍蜘（機物橡〉

。 。 。 人， 教， 経対象
。 。

理（物）対象
理（数・ 化・生・地）対象
工対象

。 。 。 。 人， 教， 経対象 2単位修得者のみ
理， 工対象［専門基礎又は専門教育課程の化学に関する科目を履修］
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分野

自

一
然

自主

総

教

lロ,.. 

育

教
科

目

コ

外

国

語

科

目

保
健

体
育

科

目

本
語

日及
び

日

本
事
情 す

関
に
科る
目

一般教育課程学科目，授業科目 新教育課程の主龍授業科目
十,lll. 科 目 授 業 科 目 主 題 授 業 科 目

生 物 学 生 物 －見；：. 生 命 の 世 界 生 命 の し く み
生 命 と 環 境

生 物 学 実 験
地 えJf-・ 地 寸且4- 地 球 と 環 境 地球 の 構造 と 活動

地 球 の 環 境
天 文 学 自 然 の 構 造 A十唱． 宙 の 構 造
地 ぶ寸且a． 実 験

環 境 科 学 社 会環境論I
社 会環境論E
自然環境論I
自然環境論E
現 代 社 会 論 社会理論と現代 現 代 社 4』" 論 I 

現 代 社 Z止玉』 論 II 
富 山 の 自 然、
情 報 と 科 学 情 報 の 科 学 コ ン ビ ュ ー タ の 話

情 報 処 理
自 然 と 文 化
人 権 と 差 別 人 権 と 差 別
地 球 環 境 論

養 ゼ 、、、、 ナ Jレ 教養原論演習（中国語 ヒ ア リ ン グ）
教養原論演習（漢 文 入 門）
教養原論演習（ 現 代社 会と 価値論）
教養原論演習（環境モ ニ タ リ ン グ）
教養原論演習（叙 事 詩 の 人 間 観）
教養原論演習（国 際 関 係 論）
教養原論演習（連 句 実 作）

ロ キ ア ム コ ロ キ ア ム（都 市 空 間 を 読 む）
コ ロ キ ア ム（ネットワーキングコミュニケーション）
コ ロ キ ア ム（自然保護論コ ロキアム）
コ ロ キ ア ム（ド イツ語口頭練習）
コ ロ キ ア ム（女性学 コ ロ キ ア ム）

英 5苦 英 E音 英 語
英 � 話

ド イ ツ 言苦 ド イ ツ 語 ド イ ツ 語
ドイツ語会話

フ フ ン ス 5苦 フ フ ン ス 語 フ フ ン ス 雪関五口

中 国 苦岡五田 中 国 Z苦 中 国 語

フ ア ン E苦 ラ ア ン 語 フ ア ン 語
ロ ン ア 語 ロ ン ア 語

朝 鮮 雪防五ロ 朝 鮮 言苦

保 健 体 育 体 育 講 義 健康 ・ ス ポ ー ツ論
保 健 講 義
体 育 実 技

日本 語・ 日本 事 情 日 本 自苦 日 本 雪”五口

日 本 事 情 日 本 事 情
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平成5年度入学生対象開講時期
5年度前 5年度後 6年度前 6年度後 7年度前

。 。 。
。 。 。

。 。
。 。

※O ※O 

。 。 。
。 。

。 。
。 。

。
。
。 。
。 。
。 。 。 。 。
。 。 。 。 。
。 。 。 。 。
。 。
。
。 。 。 。 。
。 。
。 。
。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。 。

。 。
。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。

。 。 。 。

。 。 。

7年度後 履 修 条 件 等

（旧）生物「横畑」を履修済みの者は， 不可。

※隔年開講

開講未定

通年で履修することが望ましい。

（旧）1単位もの， 2単位ものがあるが，（新）1単位もので履修。

（旧）1単位もの， 2単位ものがある抗（新）1単位もので履修。
Gi. 11→（新） 1期， G2, L2a, L2b→（新） 2期，L，→（新）3・4期

（旧）1単位もの， 2単位ものがあるが，（新）1単位もので履修。
（旧） 1期＋（新）1・2・3・4期（旧）2舟→（新）2・3・4規（旧）3舟→（新）3・4期

（旧）1単位もの， 2単位ものがあるれ（新）1単位もので履修。
（旧）1期→（新）1期，（旧）2期→（新）2期，（旧）3期→（新）3・4期

ただし， 各学部の専門教育課程への進級条件の緩和がなければ，

（旧） 2期・ 3剣分についても，（新） 1期分での履修を可とする。

体育講義と保 健講義の両方必要な場合は， 異なる教官。

［履修不可］
［専門開講分］ 45時間， 1単位を履修すること。

（旧）1単位もの， 2単位ものがあるが， （新）1単位もので履修。
（｜印1耕→〈新） 1・2・3・4規（旧）2舟→（新）2・3・4期（旧）3舟＋（新）3・4期

※（旧）は「 現行の教育課程」， （新）は「新教育課程」を表わす。



平成5年度開設授業科目一覧

週当り正規開講授業数 適当り新鯖轍薬科目臨鞍業数
分野 す且：.ー 科 目 授 業 科 目

第3期 第4 期 5年度前 5年度後

哲 戸寸2ー． 哲 ナ� 

人 倫 理 ナ� 倫 理 ナ且A

dし、 理 ナ』4 dし、 理 ナ� 

一 文 歴 史 且寸tー． 歴 史 寸且 ιー

文 ナ且ι 文 ザふ 比ー 1 

般 法 F寸Aー 法 守益三£」． 

教 社 経 済 ナ且4 経 済 且寸zー． 

育 統 計 寸悼ιー 統 計 位寸ιー

ゐZ三、 政 r台 寸且ιー 政 治 ：主子ι 

科 地 理 学 地 理 寸且ゐー 1 

社 � 、 ．ニ酔子ι 社 $; 、
－ 寸，，，ー． 

目 数 出寸主ー． 数 ナ且ん

自 物 理 す＂＂－与 物 理 学

化 寸旦A- 化 ザA三 4ー」

扶 生 物 寸旦4与- 生 物 寸出ι・

地 ザ；.＞＇.ー 地 寸悼んー

総 合 環 境 科 ． 寸旦ι- 環 境 科 ナ= 

英 量口五口 英 量回五目 2 
外 科

ド イ ツ 呈ロ五口 ド イ ツ 語
国

フ フ ン ス 吾ロ五ロ フ フ ン ス 語
語 目

中 国 至ロ五口 中 国 圭ロ五ロ

保 科 保 健 体 育 体 育 講 義

健
保 健 講 義

体
育 目 体 育 実 技

（注） 「遇当り正規開講授業数」 とは， 平成4 年度入 学生用「履修のしおり」 で第3期， 第4 期授業
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（経済学部夜間主コース）

［平成5年2月5日現在］

履 修 条 件 等

新教育課程授業科目で履修「 哲学のすすめ」 （永井）

新教育課程授業科目で履修「日本の歴史と社会」 （担当及び開講時期未定）

新教育課程授業科目で履修「国家と政治」 （大薮）

新教育課程授業科目で履修「経済生活と法 」 （萩野， 岩崎他）

新教育課程授業科目で履修「日本の経済と産業」 （芳賀）

新教育課程授業科目で履修「日本の企業経営」 （担当未定）

新教育課程授業科目で履修「国家と政治」 （大薮）

（ドイツ語及び中国語について， 再履修が必要な場合には特別に開講することがある。）

（履修が必要な場合には開講することがある。）

専門教育課程分第5期開講（河野）

科目としてあげられている授業科目の週当り授業数です口
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一般教育課程授業科目と新教育課程授業

① 新教育課程の 授業科目は， 表 中 のO印の付 さ れた 期に 開講さ れま すo
② 履修条件等 は， 平 成6 年度 以 降 は変 わ ることがありま すD
③ 平 成6 年度以降 の 入 学生対 象 の 授業実施計画は， そ の都度決 定さ れま す。

一般 教育課程学科目， 授業科目 新教育課程の 主題， 授業科目
分野 守率三t斗． 科 目 授 業 科 目 主 題 授 業 科 目

哲 弓且ιー 哲 ．寸止ιー 思 想 と 倫 理 哲 学 の す す め

人 倫 理 戸寸ιー 倫 理 寸且ゐー

’し、 理 十且A dし、 理 十;.>I.、

一
文 歴 史 寸且ιー 歴 史 ナ且A 歴 史 の 世 界 日本の 歴 史と 社 会

文 寸持ιー 文 寸旦A• 文 学 の 世 界 日 本 文 寸＂＂：：

般 1去 出寸ιー 法 ナ且.t. 法 と 政 治 国 家 と 政 治

経 済 生 活 と 法
社 経 済 ナ且ゐ 経 済 ナ且A 産 業 と 経 済 日本の 経 済 と 産 業

教 日 本 の 企 業 経 営

統 計 寸出L• 統 計 且寸ιー

育 4』" 政 治 ナA主4 政 治 学 法 と 政 治 国 家 と 政 治

地 理 寸，，...・ 地 理 寸位九ー

千士 正Z式』 � 社 4』" P寸皿ー． 

科 数 寸且A• 数 寸再£・． 

物 理 � 品4 物 理 十鼻血． 自 然 の 構 造 物 質 の 構 造
自

目 量 子 の 世 界

化 ザ，.，，ー－ 化 寸持Aー 自 然 の 構 造 化 学 物 質 の 世 界

生 物 且寸九ー 生 物 ナ,,,_ 生 命 の 世 界 生 命 と 環 境
扶

地 守，，，ム． 地 ．子事注阜． 地 球 と 環 境 地 球 の 構 造 と 活動

地 球 の 環 境

総 合 環 境 科 Aザ>4ー 環 境 科 寸且aー� 

英 言寄 英 語 英 語
外 科

ド イ ツ 語 ド イ ツ 圭ロ五ロ

国
フ フ ン ス 量回五ロ フ フ ン ス 語

語 目
中 国 呈ロ五ロ 中 国 言苦

保 科 保 健 体 育 体 育 講 義
健 保 健 講 義体
育 目 体 育 実 技
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科目 の 対応表 （経済学部夜間主コース）

［ 平成5年 2月5日現在 ］

平成 5 年度入学的橡開講時期
履 4事 条 件 等

5年度前 5年度後

。

（新） 開講時期未定

。

。

。

。

。

。

。

。

。 。

。 。

。

。

。 。 （旧） 1 単位 も の， 2単位 も のがあるが， （新） 1 単位 も ので履修。

［ 履修不可 ］ ［ 専門開講分 J 45時間， 1 単位 を 履修すること。

※ （旧） は「現行 の 教育課程J ' （新） は「新教育課程」 を 表 わ す。
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